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石
原
慎
太
郎
東
京
都
知
事
が
4
月
中
旬
、

突
然
「
あ
の
島
を
買
う
こ
と
に
内
定
し
ま
し

た
」
と
ワ
シ
ン
ト
ン
で
発
表
し
た
。「
あ
の

島
を
一
応
東
京
都
が
取
得
し
て
、
守
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
言
う
こ
と
だ
が
、
で
は

具
体
的
に
誰
が
ど
う
や
っ
て
守
ろ
う
と
い
う

の
か
。
ま
さ
か
派
出
所
を
置
い
て
警
視
庁
の

警
察
官
を
常
駐
さ
せ
る
わ
け
に
も
い
か
な
い

だ
ろ
う
し
、
尖
閣
諸
島
を
自
国
の
領
土
だ
と

主
張
す
る
中
国
が
本
気
で
侵
攻
し
て
き
た
時

に
は
、
あ
ま
り
に
も
無
力
す
ぎ
る
。
軍
備
を

持
た
な
い
東
京
都
の
抑
止
能
力
に
は
限
り
が

あ
る
。
そ
ん
な
一
抹
の
不
安
は
あ
る
が
、
物

議
を
か
も
す
こ
と
を
覚
悟
の
上
で
「
国
が
や

ら
な
い
な
ら
、東
京
が
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
」

と
の
気
概
に
は
共
感
で
き
る
。
私
は
石
原
都

知
事
が
投
じ
た
一
石
を
支
持
す
る
。

　

こ
れ
に
対
し
丹
羽
宇
一
郎
中
国
大
使
が
英

紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
尖
閣
諸
島
の
購
入
計
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風
水
害
に
備
え
、
想
定
外
を
乗
り
越
え
よ
う

想
定
外
の
風
水
害
に
備
え
よ
う

　

近
年
の
風
水
害
は
、「
観
測
史
上
○
番
目
」

と
い
っ
た
従
来
の
想
定
を
超
え
た
記
録
的
な

被
害
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

風
水
害
は
事
前
に
、
気
象
予
報
で
分
か
る

の
で
事
前
に
対
策
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
ず
は
、
家
の
危
険
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

必
要
に
応
じ
て
修
理
や
補
強
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
そ
の
う
え
で
、
実
際
に
災
害
に
襲

わ
れ
た
と
き
に
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
、

家
族
と
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

雷
が
鳴
っ
た
ら
す
ぐ
に
避
難
し
よ
う

　

5
月
は
、
落
雷
の
観
測
数
が
例
年
の
約
7

倍
に
当
た
る
約
72
万
回
に
達
し
、
こ
の
落
雷

に
よ
る
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
屋
外
プ
ー
ル
、
堤
防
や
砂

浜
、
海
上
な
ど
の
開
け
た
場
所
や
、
山
頂
や

尾
根
な
ど
の
高
い
所
な
ど
で
は
、
人
に
落
雷

し
や
す
く
な
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
安

全
な
空
間
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

雷
に
遭
遇
し
た
場
合
は
安
全
な
空
間
へ
避
難

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
築
物
、
自
動
車

（
オ
ー
プ
ン
カ
ー
は
不
可
）、
バ
ス
、
列
車
の

内
部
は
比
較
的
安
全
な
空
間
で
す
。
ま
た
、

木
造
建
築
の
内
部
も
基
本
的
に
安
全
で
す
が
、

家の危険箇所をチェックしておきましょう
　

風
水
害
は
事
前
に
予
報
が
あ
り
、
対
策
を
立
て
る
余
裕
が
あ
る
の
で
、
私
た
ち
の
心
構
え
一

つ
で
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
台
風
や
豪
雨
な
ど
の
風
水
害
に
備
え
て
、
日
ご

ろ
か
ら
、
家
や
周
囲
の
点
検
を
し
て
、
必
要
な
箇
所
の
修
理
、
補
強
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

総
務
課
安
全
防
災
係
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風が強いときや雨が降っているときは、
高所での作業は危険ですので控えましょう。

雨戸のがたつきや
ガラスのひび割れ
をチェックしてお
きましょう。

テレビアンテナの
支柱を補強し、屋
根のチェックと補
修をしておきま
しょう。

鉢、プランターな
どのベランダの小
物を取り込み、物
干し竿を風で飛ば
ないように固定し
ましょう。

ブロック塀や外壁
をしっかり点検・
補強しておきま
しょう。



下水道課工務係

画
に
つ
い
て
「
実
行
さ
れ
た
場
合
、
日
中
関

係
に
極
め
て
深
刻
な
危
機
を
も
た
ら
す
」
と

の
見
解
を
示
し
た
と
さ
れ
る
。
1
9
7
2
年

の
国
交
正
常
化
以
降
構
築
し
て
き
た
関
係
を

危
機
に
さ
ら
し
か
ね
ず
、「
過
去
数
十
年
の

努
力
を
無
に
で
き
な
い
」
と
主
張
し
た
。
過

去
数
十
年
の
努
力
と
い
う
の
は
日
本
が
中
国

に
対
し
多
額
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
教
科
書
や
靖
国
神

社
参
拝
に
対
す
る
内
政
干
渉
に
譲
歩
し
て
き

た
こ
と
を
さ
し
て
言
っ
て
い
る
の
か
。　

　

ま
た
丹
羽
氏
は
習
近
平
国
家
副
主
席
に
対

し
、
国
内
で
尖
閣
諸
島
購
入
表
明
を
支
持
す

る
意
見
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
に
「
日
本
の

国
民
感
情
は
お
か
し
い
」「
日
本
は
変
わ
っ

た
国
な
ん
で
す
よ
」
と
述
べ
て
い
た
と
い
う
。

お
か
し
い
の
は
丹
羽
氏
の
考
え
で
あ
り
、
変

わ
っ
て
い
る
の
は
丹
羽
氏
の
価
値
観
だ
。

　

中
国
は
、
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
既
に
核
心

的
利
益
と
言
っ
て
は
ば
か
ら
な
い
。
聖
徳
太

子
以
来
、日
本
は
「
和
を
以
て
貴
し
と
な
す
」

国
民
性
で
あ
る
。
だ
か
ら
相
手
と
対
立
し
た

時
で
も
、
自
分
が
一
歩
引
け
ば
相
手
も
一
歩

引
く
と
考
え
る
。
し
か
し
こ
の
考
え
が
通
用

す
る
の
は
日
本
人
同
士
だ
け
で
あ
る
。
世
界

で
は
自
分
が
一
歩
引
け
ば
、
相
手
は
そ
こ
に

一
歩
踏
み
込
ん
で
く
る
。
こ
れ
が
世
界
の
常

識
で
あ
る
。

　

丹
羽
氏
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
の
関
係
に
も
影
響

を
及
ぼ
す
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
と
い
う
。

丹
羽
氏
が
重
視
し
て
い
る
の
は
国
益
な
の
か

そ
れ
と
も
ご
自
身
の
社
益
な
の
か
。
お
金
で

日
本
人
の
魂
を
売
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
「
君
国
売
り
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」

今月の話題
皆さんの生活に関係する制度やイベントなどを紹介するコーナーです。

避難場所 対　象　自　治　会

田原本中学校
堺町、南町、新地、大門東、大門中、大門西、祇園町、茶町、戎通 2、戎通 3、新木、
九品寺柿木原、柳町、島の町、三笠、南三笠

田原本小学校
郭内、八幡町、根太口、三輪町、味間町、材木町、市町、本町、戎通１、小室、小室東、
魚町、旭町、八尾、新八尾第１、南八尾、西八尾、八尾池之内、新町、中八尾

北小学校 法貴寺
東小学校 大木、西大木、伊与戸、笠形、蔵堂、為川南、笠形第１、阿部田、味間
南小学校 八条、南千代、千代公苑

平野小学校
新薬王寺、西竹田、十六面、薬王寺、南薬王寺、満田、平野、みどりの団地、
みどりの北

青垣生涯学習センター 阪手北、阪手西、新阪手
旧保健センター 阪手南、ピアッツアコート one、南阪手グリ－ンタウン、阪手根太
北中学校 西代、今里、鍵、西鍵、小阪、石橋団地
中央体育館 西井上、東井上、平田、為川北、金沢、大安寺、西大安寺
第二体育館 佐味、大網、金剛寺、松本
磯城野高等学校 殿町、幸町、室町１、室町２、室町３、宮古、黒田、富本、西新町、保津
（旧）志貴高等学校 八田、唐古
高等養護学校 多、宮森、笠縫
県立教育研究所 矢部、秦楽寺、九品寺

自主的に避難する場合は、事前に総務課安
全防災係（☎ 34-2059）へご連絡ください。

特別養護老人ホーム「田原本園」　老人保健施設「サンライフ田原本」　ふれあいセンター福祉避難所

す
べ
て
の
電
気
器
具
、
天
井
・
壁
か
ら
1
㍍

以
上
離
れ
れ
ば
更
に
安
全
で
す
。

安
全
な
空
間
に
避
難
で
き
な
い
場
合
の
対
応

　

近
く
に
安
全
な
空
間
が
無
い
場
合
は
、
電

柱
、
煙
突
、
鉄
塔
、
建
築
物
な
ど
の
高
い
物

体
の
て
っ
ぺ
ん
を
45
度
以
上
の
角
度
で
見
上

げ
、
４
㍍
以
上
離
れ
た
範
囲
に
退
避
し
ま
す
。

高
い
木
の
近
く
は
危
険
で
す
か
ら
、
最
低
で

も
木
の
す
べ
て
の
幹
、
枝
、
葉
か
ら
2
㍍
以

上
は
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
姿
勢
を
低

く
し
て
、
持
ち
物
は

体
よ
り
高
く
突
き
出

さ
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。
雷
の
活
動
が
止

み
、
20
分
以
上
経
過

し
て
か
ら
安
全
な
空

間
へ
移
動
し
ま
す
。

避難場所一覧表（長期にわたる避難生活の場所）

◀ 6 月 2 日、田原本
小学校にある約 30m
の木に落雷があった。
切り裂かれた木は衝撃
の強さを物語る。
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45°以上

4m以上
離れる。


